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次号予告　　62 巻　8号 ヘッドライン：物理定数やさまざまな基準はどのように決まったのか

　我が国の新しい学習指導要領は 21 世紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成を目標
にしている。また科学技術立国日本の未来を担う人材確保のため，体験的な理科の学習が重視
されている。それらの実現のためには，理科教育の現場で実社会や実生活と理科との関連性を
児童・生徒に体感させることが有効である。しかし学校現場では，産業における生産現場の見
学などの体験的な学習は必ずしも取り入れられているとは言えない状況にある。本フォーラム
では，すでに学校現場と産業界が連携し，教科書では学ぶことのできない体験的なプログラム
を実施している事例を紹介し，学校現場と産業界の連携の在り方，双方に意義のある関わり方
について考察したい。

ヘッドラインテーマ： 第 21回化学教育フォーラム「理科教育における産学連携の可能性」

　池袋駅から繁華街を抜けると赤煉瓦の校舎と緑豊かな立教大学が現れます。「友
と語らん鈴懸の径，通いなれたる……」の歌で知られたすずかけの径に面してこの
理学部棟があります。昭和 12 年に立教大学予科の校舎として建設され，昭和 18 年
には設立された立教理科専門学校校舎となりました。戦後学制改革に合わせて私学
では最も早く理学部（数学，物理，化学の 3学科）を創設し，その後生命理学科が
加わりましたが，その校舎として現在まで 65 年間増改築を重ね利用され続けてい
ます。この間多くのリケジョもこの学舎から巣立っていきました。

表紙の言葉　立教大学理学部棟


